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様式4（ 第5 条第2 号関係 ）（ A4 判縦 ） 

平成 24 年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 
区分 指導 題名 点滴かん水を利用した露地ピーマンのリン酸減肥技術と導入効果

［要約］点滴かん水により土壌水分をpF1.9前後で栽培することにより増収し、リン酸の施
肥量は吸収量相当の6kg/10a程度まで大幅に減肥できる。また、リン酸が過剰に蓄積してい
る圃場では減肥基準に従って減肥を行うことで増収が期待できる。点滴かん水装置の導入コ
ストは、増収とリン酸肥料の削減によって概ね２～３年で回収できる。 

キーワード 露地ピーマン 点滴かん水 リン酸減肥 ○技術部野菜花き研究室 
環境部生産環境研究室 

1 背景とねらい 
近年、露地ほ場においても塩類の集積が問題となり、補給型施肥基準や減肥基準を用いた

施肥の適正化を提案しているところである。しかし、ピーマンへのリン酸減肥効果は十分に
検討されておらず、露地ピーマンでの点滴かん水の導入効果についても事例が少ない。 
そこで、点滴かん水を利用したピーマンの吸収量に応じた施肥量の検討を行い、リン酸減

肥を行いながらピーマンの増収技術を確立する。 
 
2 成果の内容 
(1)点滴かん水により土壌水分を pF1.9 前後とし、水分ストレスの少ない栽培をするこ
とで収量が１～２割向上する。また、リン酸施肥量を吸収量相当の 6kg/10a(慣行の２
割)まで減肥することができる(表 3、図 1)。 
(2)リン酸が過剰に蓄積している圃場では、減肥基準に従って減肥を行うことにより、
着果数が増し増収が期待できる（表 1、図 3、表 4）。 
(3) かん水装置の導入コストは 10a 当たり 60,000～230,000 円程度であり、かん水に
よる１～２割の増収効果とリン酸肥料の削減によって概ね２～３年で回収できる。 

 
3 成果活用上の留意事項 
(1) 点滴かん水の実施にあたっては、野菜栽培技術指針を参考にかん水を行う。また、
本成果の pF 値は、株間の深さ 20cm に pF ﾒｰﾀｰを設置した場合の値である。 
(2)点滴ﾁｭｰﾌﾞの詰まりや極端な高温乾燥によって目標 pF 値(pF1.9 前後)を維持できな
い場合には、リン酸減肥によって慣行に比べ収量が低下する(図 2)ので、目標 pF 値
の維持に充分に留意する。 
(3)リン酸を 6kg/10a まで減肥した場合、７月前半及び９月後半以降に奇形果の発生が
高まる傾向がある(表 5)。定植後や９月以降に低温が続く場合にはリン酸資材の葉面
散布等を実施する。 
(4)点滴かん水は、少量多頻度かん水によって水分ストレスが減り、点滴孔を中心とし
た畦内に細根の発達がみられる。通路への根の広がりは極端に少ないため、畦内施
肥を基本とする。 

 
4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等 
県内全域の露地ピーマン栽培指導者 

(2)期待する活用効果 
露地ピーマンにおける効率的な施肥が可能となる。 

 
5 当該事項に係る試験研究課題 
（H21-23）低コスト養液土耕栽培による露地野菜畑におけるリン酸肥料削減技術の実証（H21
～25、独法委託：気候変動に対応した循環型食料生産等の確立のための技術開発(B-2 系)] 

 
6 研究担当者 漆原 昌二、大友 英嗣 
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(指導)」 

(5)昭和 59 年度指導上の参考事項｢露地ピーマンのかん水効果とかん水方法｣ 
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8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
表 1 耕種概要(H21～H24 所内，H22～H24 遠野現地ほ場) 

 
 
 
 

※かん水区は、点滴チューブ(ｽﾄﾘﾑﾗｲﾝ 60-20cm ﾋﾟｯﾁ)を１本設置し pF1.9(pF2.1～1.8)を目標にかん水。また、

活着までの株元かん水と夏期高温期に通路かん水(7～10 日に 1 回)はかん水区、無かん水区ともに行った。 
 
表 2 最適な土壌水分下でのリン酸施用量による影響(H21 所内) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

図 1 土壌水分を目標の pF1.9 前後で維持   図 2 かん水を行っても目標 pF 値を維持できなかった 

できた場合のリン酸施用量が収量に        (pF2.1 以上が 2 週間以上継続)場合のリン酸施用           

及ぼす影響(H21,H24 所内)                 量が収量に及ぼす影響(H22.H23 所内) 

                                             

         

                    表 3 リン酸蓄積ほ場におけるリン酸施用が 

                       生育及び着果量に及ぼす影響(H24:遠野)  

 

 

 

 

 

 

図 3 リン酸蓄積ほ場におけるリン酸施用が   

収量に及ぼす影響(H22～24：遠野)          

 

表 4 最適な土壌水分下でのリン酸施用量が乱形果発生 

    割合に及ぼす影響(H24 所内) 
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作型 品種 裁植本数 pH EC CEC T-N CaO MｇO K2O Tru-P P吸

株/10a (H2O) (ms/cm)

所内 露地普通 京ひかり 1234 6.00 0.06 27.9 1.4 290 33 61 8.9～16.5 1661

現地（遠野) ﾄﾝﾈﾙ早熟 京波 1250 5.82 0.50 33.0 13.6 634 68 165 162.5 910

試験場所
(mg/100g)

 施用量
(kg/10a) 7月前半 7月後半 8月前半 8月後半 9月前半 9月後半

30 7.1 5.6 8.8 6.9 7.7 5.6

6 19.2 5.3 10.0 9.8 9.7 13.4

乱形果発生割合(％)

試験区名 施肥量(kg/10a) かん水 節数 総収量 良果率 尻腐果率 乾物重

N:P2O5:K2O の有無 (節) (kg/10a) (%) (%) (kg/10a) N P2O5

慣行施肥 30+7:30:19.5 有 16.9 7167.1 91.8 0.6 3021.4 23.1 6.2

ﾘﾝ酸50%減肥 30+7:15:19.5 〃 17.1 6986.1 92.6 0.7 2965.7 22.2 5.7

ﾘﾝ酸80%減肥 30+7:6:19.5 〃 16.8 7064.3 92.6 0.7 2967.5 22.8 6.2
ﾘﾝ酸無施用 30+7:0:19.5 〃 16.0 6237.1 92.5 0.9 2576.3 20.6 4.9
慣行施肥 30+7:30:19.5 無 16.2 6685.1 88.5 3.5 2888.0 21.9 5.7
ﾘﾝ酸50%減肥 30+7:15:19.5 〃 15.9 6418.4 90.4 2.1 2684.0 20.7 5.0
ﾘﾝ酸80%減肥 30+7:6:19.5 〃 15.9 6420.9 90.6 2.1 2696.1 19.0 5.2
ﾘﾝ酸無施用 30+7:0:19.5 〃 15.5 6214.2 89.6 2.2 2638.4 19.0 4.9
※なお、施用した資材は尿素、NKｴｺﾛﾝｸﾞ203-140、重過石である。

吸収量(kg/10a)

試験区名 施肥量(kg/10a) かん水 開花節位 着果数

N:P2O5:K2O の有無 (節) 果／株

リン酸施肥 29+14:9:20 有 17.8 221.6

リン酸無施用 26+14:0:19.5 〃 17.3 242.4

リン酸施肥(慣行 29+14:9:20 無 16.3 199.0
リン酸無施用 26+14:0:19.5 〃 17.3 212.6


